
保証書付き

取扱説明書
ライブビューファインダー

品番 DMW-LVF1

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。
（次は図記号の例です）

デジタルカメラに取り付けて使用中に異常・故障
が発生したときには直ちに使用を中止する
≥ 煙が出たり、異常なにおいや音がする
≥ 映像が出ないことがある
≥ 内部に水や異物が入った
そのまま使うと火災・感電の原因になります。
･ デジタルカメラの電源を切り、販売店にご相談ください。

水などの液体をかけたりぬらしたりしない
ショートや発熱により、火災・感電・故障の原因になります。
≥ 機器の近くに水などの液体の入った容器を置かないでく
ださい。

≥ 特にお子様にはご注意ください。

次のような場所に放置しない
火災や感電の原因になることがあります。
≥異常に温度が高くなるところ（特に真夏の車内やボンネッ
トの上など）
≥油煙や湯気の当たるところ
≥湿気やほこりの多いところ

ライブビューファインダーを太陽や強い光源に
向けたままにしない
集光により、内部部品が破損し、火災の原因になることがあ
ります。

ライブビューファインダーをデジタルカメラに装
着時は、ライブビューファインダーのみを持たない
デジタルカメラが落下し、けがや故障の原因になることがあ
ります。

≥デジタルカメラの取扱説明書「安全上のご注意」もあわせてお読みください。

付属品をご確認ください。

記載の品番は2009年 9月現在のものです。

このライブビューファインダーは、パナソニック製デジタルカメラDMC-GF1専
用です。（2009 年 9月現在）

準備：
≥デジタルカメラの電源を[OFF]にしてください。
≥本体に取り付けられているホットシューカバーを取り外してください。
≥取り外したホットシューカバーは大切に保管してください。
≥取り付け・取り外しの際は、ゆっくりとていねいに行ってください。

デジタルカメラのホットシューに、ライ
ブビューファインダーを奥まで確実に
差し込む

≥ライブビューファインダーの下部（矢印部）
を指で押して、本体側の専用コネクターにラ
イブビューファインダーの端子部を確実に
差し込んでください。（ファインダー部分を
押さないでください）

■ライブビューファインダーを取り外す場合
ライブビューファインダーは、デジタルカメラから外し
ケースに収納して持ち運ぶことをおすすめします。
1 デジタルカメラの電源を[OFF]にする
2 ライブビューファインダーのアングルを変えて

いる場合は元の位置へ閉じる
3 矢印の方向に引いて取り出す

≥ホットシューカバーを元の位置に取り付けておいてください。
≥ライブビューファインダーの端子部に汚れが付着した状態で使用すると、故障の原
因になりますので、取り外した場合はソフトケースに収納してください。

1 デジタルカメラの電源を[ON]にする
≥液晶モニターの左上に[ ]が表示されます。
表示されない場合は、正しく取り付けられていない可能性があります。

2 ライブビューファインダーの
[LVF/LCD]ボタンを押して切り換える
≥LCD（液晶モニター）表示とLVF（ライブビューファインダー）表示を切り換えるこ
とができます。
≥ [LVF/LCD]ボタンによる切り換え
は、デジタルカメラの電源を[OFF]に
しても保持されます。

■視度調整について
使う前に、視力に合わせてファインダー
内の表示がよく見えるようにします。

ファインダー内の表示を見て、はっきり
合うところまで視度調整ダイヤルを回
して調整してください。

■ファインダー内に[露出メーター]を表示する場合
ファインダー内の表示を見て、デジタ
ルカメラの[DISPLAY]ボタンを押
し、標準r詳細情報に切り換えてくだ
さい。
（カスタムメニューの[露出メーター]
が[ON]になっていることを確認して
ください）
≥カスタムメニューの[LVF表示スタイ
ル]で、［ ］（ファインダースタイル）
に設定時の例です。
≥詳しくは、デジタルカメラの取扱説明
書をお読みください。

■撮影アングルの設定について
撮影アングルに合わせて（約 0°～ 90°）見やすい
角度に設定してください。
≥90°以上開かないでください。故障の原因になります。

■使用中にファインダーが表示しなくなった場合
≥ライブビューファインダーが外れかけている場合がありますので、奥まで確実に差し込
まれていることをご確認ください。

■ライブビューファインダーまたはホットシューカバーをソフト
ケース（付属）に収納する

ライブビューファインダーまたはホット
シューカバーを取り外した場合は、右図の
ように収納して持ち運んでください。
≥ソフトケースに収納されているキャリング
ケースの凹凸にライブビューファインダー
の端子部またはホットシューカバーを合わ
せて、まっすぐ差し込んでください。

■デジタルカメラのストラップにソフトケースを取り付ける
右図のようにホックボタンをカチッと音がするまで
しっかり取り付けてください。
≥ストラップに取り付けた状態でケースを振り回さない
でください。外れる恐れがあります。

安全上のご注意 付属品 使いかた必ずお守りください

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

注意 「損害を負うことや、財産の損害が発生するお
それがある内容」です。

してはいけない内容で
す。

実行しなければならな
い内容です。
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このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにあ
りがとうございます。
≥取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
≥ご使用前に「安全上のご注意」を必ずお読みください。
≥保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、取扱
説明書とともに大切に保管してください。

パナソニック株式会社
AVCネットワークス社　ネットワーク事業グループ
〒571-8504　大阪府門真市松生町１番15号
C Panasonic Corporation 2009
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≥外部フラッシュとの併用はできません。
≥落下や強い衝撃には、お気をつけください。
≥下記の場所では、故障などの原因になることがありますので、特にお気をつけください。
･ 砂やほこりの多いところ
･ 雨の日や浜辺など水がかかるところ
≥ストラップ装着時は、ライブビューファインダーに引っかけないようにお気をつけください。
≥ファインダーの表面を触ったり汚さないようにしてください。
≥ごみが付着した場合は、デジタルカメラの電源を[OFF]にし、ファインダーの表面を乾
いた柔らかい布で軽くふき取ってください。
≥お手入れの際は、乾いた柔らかい布でふいてください。
･ 汚れがひどいときは、水にひたした布をよく絞ってから汚れをふき取り、そのあと、乾
いた布でふいてください。
･ ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤は、外装ケースが変質したり、塗
装がはげる恐れがありますので使用しないでください。
･ 化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってください。
≥お使いのデジタルカメラの取扱説明書を必ずお読みください。
≥温度差の激しいところで使用すると、水滴が生じさびやかびの原因になります。かばん
などに入れて周囲の温度に慣らしてからご使用ください。
≥ご使用にならないときは、ソフトケースに入れてください。また、高温多湿を避け、乾燥
した場所に保管してください。
≥周囲で殺虫剤や揮発性のものを使うときは、本機にかけないでください。
かかると、外装ケースが変質したり、塗装がはげる恐れがあります。
≥ゴム製品やビニール製品などを長期間接触させたままにしないでください。
≥分解や改造をしないでください。

使用上のお願い

仕様

画像表示部 フィールドシーケンシャル方式 
カラー液晶ビューファインダー（約20.2 万ドット相当）

視野率 約100％
視度調整 j4～ i4dioptor
倍率 (35mmカメラ換算） 約1.04 倍（約0.52 倍）　－1 m -1　50 mm 無限遠時
アイポイント 13 mm 
本体寸法 約 幅 28.4 mmk高さ42.9 ｍｍk奥行き41.5 ｍｍ
質量 約24 g

修理･使いかた･お手入れなどは・・・

■まず､お買い上げの販売店へご相談ください。

修理を依頼されるときは・・・
この取扱説明書をよくお読みのうえ、直らないときは、お買い上げ日と下の内容
をご連絡ください。
ライブビューファインダーに何も表示されない、または表示が正常でないとき
は、デジタルカメラに原因がある場合がありますので、お使いのデジタルカメラ
と一緒に修理をご依頼ください。

●保証期間中は、保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が修理をさせていただ
きますので、おそれ入りますが、製品に保証書を添えてご持参ください。

保証期間 : お買い上げ日から本体1年間

●保証期間終了後は、診断をして修理できる場合は、ご要望により修理させて
いただきます。

※修理料金は次の内容で構成されています。

技術料 診断・修理・調整・点検などの費用
部品代 部品および補助材料代
出張料 技術者を派遣する費用

補修用性能部品の保有期間  8年
※当社は、このライブビューファインダーの補修用性能部品（製品の機能を
維持するための部品）を、製造打ち切り後8年保有しています。

■転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓口にご相談ください。

●修理に関するご相談は・・・

●使いかた・お手入れなどのご相談は・・・

※ご使用の回線（IP電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる場
合があります。

※「よくある質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。
http://panasonic.jp/support/

●製品名 ライブビューファインダー
●品　番 DMW-LVF1
●故障の状況 できるだけ具体的に

販売店名

電話　          （　　　 ）　　　   ー

お買い上げ日　　　        年　　  月　　  日

▼お買い上げの際に記入されると便利です

ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて
パナソニック株式会社およびパナソニックグループ関係会社（以下「当社」）は、お客
様からお知らせいただいたお客様の氏名・住所などの個人情報（以下「個人情報」）
を、下記のとおり、お取り扱いします。
1. 当社は、お客様の個人情報を、パナソニック製品のご相談への対応や修理および
その確認などに利用させていただき、これらの目的のためにご相談内容の記録
を残すことがあります。また、お客様に折り返し電話させていただくときのため
に、ナンバー・ディスプレイを採用しています。
なお、修理やその確認作業を当社の協力会社に委託する場合、法令に基づく義務
の履行または権限の行使のために必要な場合、その他正当な理由がある場合を
除き、当社以外の第三者に個人情報を開示・提供いたしません。

2. 当社は、お客様の個人情報を、適切に管理します。
3. お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきましたご相談窓口にご
連絡ください。

保証とアフターサービス（よくお読みください）

¤


